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2
0
0
万
円
の
賠
償

茨
城
大
に
命
令

茨
城
大
学
の
学
長
が
教
職
員

専
用
の
ネ
ッ
ト
掲
示
板
に
掲
載

し
た
文
轡
で
名
著
を
傷
つ
け
ら

れ
た
な
ど
と
し
て
、
元
人
文
学

部
教
授
2
人
が
大
学
を
相
手
取

り
、
約
5
4
0
万
円
の
損
害
賠

償
を
求
め
た
訴
訟
の
判
決
が
1
1

日
、
水
戸
地
裁
で
あ
っ
た
。
日

下
部
克
通
裁
判
長
は
大
学
側
に

約
2
0
0
万
円
の
支
払
い
と
掲

載
文
杏
の
削
除
を
命
じ
た
。

訴
状
に
よ
る
と
、
2
人
は
、

学
内
で
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い

た
の
に
大
学
が
放
置
し
た
と
し

て
、
2
0
0
9
年
6
月
に
大
学

を
相
手
取
り
提
訴
し
た
。
今
回

の
文
膏
は
、
提
訴
を
受
け
て
池

田
幸
雄
学
長
が
全
森
泉
に
メ

ー
ル
で
送
り
、
専
用
の
ネ
ッ
ト

の
掲
示
板
に
も
掲
載
し
た
も

の
。
「
一
方
的
な
考
え
で
裁
判

に
訴
え
る
と
い
う
こ
と
は
大
学
、

に
籍
を
置
く
も
の
と
し
て
、
恥

ず
べ
き
行
為
」
な
ど
と
背
か
れ

て
い
た
。
判
決
で
は
、
学
長
の
文
啓
は

「
名
著
掛
概
に
よ
る
不
法
行

為
」
と
認
定
。
文
酉
公
表
後
、

2
人
が
他
の
職
員
か
ら
非
難
、

無
視
さ
れ
た
と
し
て
、
「
社
会

的
評
価
を
低
下
さ
せ
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
」
と
し
た
。
一

万
、
2
人
が
求
め
た
謝
罪
広
告

の
掲
載
に
つ
い
て
は
「
必
要
が

あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
」
と

し
て
退
け
た
。

元
教
授
の
1
人
は
「
基
本
的

な
と
こ
ろ
は
こ
ち
ら
の
主
張
が

認
め
ら
れ
た
。
一
定
の
評
価
は

で
き
る
」
と
許
し
た
。
大
学
側

は
「
判
決
文
を
精
査
し
、
今
後

の
対
応
を
検
討
し
た
い
」
と
し

て
い
る
。
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茨
城
大
元
教
授
2
人
名
誉
毀
損
訴
訟

大
学
側
に
支
払
い
命
令

名
害
を
毀
損
す
る
文
轡

を
配
布
さ
れ
た
と
し
て
、

茨
城
大
の
元
教
授
2
人
が

同
大
を
相
手
取
り
、
計
5

4
0
万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
た
訴
訟
の
判
決
が
1
1

日
、
水
戸
地
裁
で
あ
り
、

日
下
部
東
通
裁
判
長
は

「
文
蕃
公
表
は
2
人
の
社

会
的
評
価
を
大
き
く
下
げ

た
」
と
し
て
大
学
側
に
計

2
0
0
万
円
の
支
払
い
を

命
じ
た
。

判
決
な
ど
に
よ
る
と
、

元
茨
城
大
教
授
の
村
中

知
子
さ
ん
（
6
6
）
と
館
山
豊

そ
の
際
、
同
大
は
池
田

幸
雄
学
長
（
7
0
）
の
所
見
と

し
て
、
「
大
学
に
箱
を
置

く
者
と
し
て
恥
ず
べ
き
行

為
」
と
2
人
を
非
難
す
る

さ
ん
（
6
6
）
は
2
0
0
8
年
フ
ー
ル
を
全
教
職
員
に
送

7
月
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
受
け
た
と
し
て

当
時
の
学
部
長
を
提
訴
。

儲
し
た
。
判
決
に
つ
い
て
、
茨
城

大
広
報
室
は
「
詳
細
を
把

そ
の
後
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
苦
盲
し
て
い
な
い
の
で
コ
メ

情
処
理
が
不
適
切
だ
っ
た
一
ン
ト
で
き
な
い
」
と
し
て

雪
同
大
も
琶
藷
町
土
江
洋
蝿
】
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地裁判決

潮軒彙温

茨
城
大
に
2
0
0
万
支
払
い
命
令

「
元
2
教
授
の
名
誉
を
毀
損
」

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
理
由
に
茨
城
大
を
提
訴
し

た
こ
と
を
不
当
と
す
る
学
長
所

見
が
全
教
職
員
に
メ
ー
ル
配
信

さ
れ
、
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た

と
し
て
、
同
大
人
文
学
部
の
元

教
授
2
人
が
同
大
に
計
5
4
0

万
円
の
損
睾
購
僕
を
雷
た
訴

訟
の
判
決
が
日
日
、
水
戸
地
裁

で
あ
っ
た
。

日
下
部
蒐
通
裁
判
長
は
「
意

見
や
論
評
の
域
を
逸
脱
し
て
い

黒
鉛
野
津
用

法
行
為
が
成
立
す
る
と
し
て
、

大
学
側
に
計
2
0
0
万
円
を
支

払
う
よ
う
愈
じ
る
判
決
を
言
い

渡
し
た
。
提
訴
し
た
の
は
、
同
大
人
文

学
部
を
昨
年
3
月
未
で
定
年
退

職
し
た
村
中
知
子
（
6
6
）
、
館
山

莞
6
6
）
の
元
教
授
2
人
。

判
決
に
よ
る
と
、
2
人
は
同

学
部
長
か
ら
禁
的
な
暴
言
で

精
神
的
苦
痛
を
被
っ
た
と
し
て

2
0
0
9
年
6
月
に
大
学
を
握

村
中
元
教
授
は
「
大
学
側
の

違
法
が
認
め
ら
れ
、
今
後
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
有
無
を
争
つ
上

で
大
き
な
判
決
」
と
し
、
同
大

広
報
室
は
「
判
決
内
容
を
精
査

し
て
か
ら
対
応
す
る
」
と
し
た
。

訳
し
た
。
そ
の
直
後
、
大
学
側

は
「
恥
ず
べ
き
行
為
」
な
ど
と

記
し
た
池
田
幸
雄
学
長
の
所
見

を
メ
ー
ル
で
配
備
。
1
0
年
1
0
月
．

に
も
、
「
モ
ラ
ル
と
良
識
に
反

し
、
許
さ
れ
な
い
」
な
ど
と
記

載
し
た
文
革
を
全
教
職
員
に
配

宿
し
た
。
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学
長
の
名
著
毀
損
認
め
る

茨
城
大
に
2
0
0
万
円
支
払
い
命
令

茨
城
大
学
長
が
出
し
た
文
害

で
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た
な
ど

と
し
て
、
同
大
人
文
学
部
の
元

教
授
2
人
が
大
学
に
対
し
、
計

5
4
0
万
円
の
損
害
賠
償
を
求

め
た
訴
訟
の
判
決
が
1
1
日
、
水

戸
地
裁
で
あ
り
、
日
下
部
克
通

裁
判
長
は
「
患
急
談
に
よ
る

不
法
行
為
が
成
立
す
る
」
な
ど

と
し
て
、
大
学
側
に
計
2
0
0

万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

元
教
授
2
人
は
平
成
2
0
年
7

月
、
暴
言
に
よ
る
「
ア
カ
ー
て
、
「

ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
嫌
が

ら
せ
）
」
で
精
神
的
苦
痛
を
受

け
た
と
し
て
、
当
時
の
学
部
長

を
提
訴
。
さ
ら
に
2
1
年
6
月
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
申
し
立
て
に

対
す
る
大
学
側
の
対
処
が
不
適

切
だ
っ
た
と
し
て
、
計
1
4
2

0
万
円
の
飼
育
賠
償
な
ど
を
求

め
大
学
側
を
提
訴
し
て
い
た
。

元
学
部
長
と
の
訴
訟
は
2
3
年
1
1

月
に
和
解
が
成
立
し
、
大
学
側

と
は
係
争
中
。

今
回
の
訴
訟
で
は
、
2
1
年
6

月
の
提
訴
直
後
に
、
池
田
幸
雄

学
長
が
「
訴
訟
提
起
は
大
学
に

簿
を
置
く
も
の
と
し
て
恥
ず
べ

き
行
為
」
な
ど
と
す
る
文
書
を

大
学
数
職
員
用
の
電
子
掲
示
板

に
掲
示
し
た
行
為
に
つ
い
て
、

名
誉
毀
抱
に
あ
た
る
か
な
ど
が

争
わ
れ
た
。

判
決
を
受
け
て
、
大
学
側
は

「
内
容
を
詳
細
に
把
握
し
た
上

で
、
控
訴
な
ど
に
つ
い
て
検
討

す
る
」
と
し
て
い
る
。
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茨
城
大
に
2
0
0
万
賠
償
命
令

水
戸
地
裁
学
長
文
書
訴
訟
、
削
除
も

茨
城
大
の
元
教
授
2
人

が
、
当
時
の
学
部
長
か
ら

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
嫌
が
ら

せ
）
を
受
け
た
と
し
て
、

同
大
な
ど
に
損
害
賠
償
を

求
め
た
訴
訟
に
絡
み
、
大

学
長
が
学
内
の
教
職
員
専

用
の
電
子
掲
示
板
に
原
告

ら
を
非
難
す
る
文
番
を
公

開
し
た
な
ど
と
し
て
同
大

に
計
5
4
0
万
円
の
損
害

階
等
妄
菜
め
た
訴
訟

の
判
決
公
判
が
1
1
日
、
水

戸
地
裁
で
あ
っ
た
。
日
下

部
克
通
裁
判
長
は
、
同
大

に
計
約
2
0
0
万
円
の
支

払
い
と
文
杏
の
削
除
を
命

じた。

判
決
理
由
で
日
下
部
裁

判
長
は
、
岡
大
学
長
の
文

番
に
つ
い
て
「
原
告
の
社

会
的
評
価
の
低
下
と
、
そ

の
後
の
教
職
員
か
ら
の
非

難
や
無
視
で
柄
神
的
損
害

を
及
ぼ
す
に
足
り
る
も
の

で
あ
っ
た
」
と
、
原
告
の

訴
え
を
認
め
た
。

文
番
は
「
両
教
授
は
一

方
的
な
考
え
で
裁
判
に
訴

曇
と
い
う
こ
と
は
、
大
音
課
し
た
。
こ
れ
を
受

学
に
簿
を
置
く
も
の
と
し
育
て
大
学
長
は
、
原
告
ら

て
、
恥
ず
べ
き
行
為
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」
な

ど
と
し
て
い
た
。

判
決
な
ど
に
よ
る
と
、

人
文
学
部
の
教
授
だ
っ
た

原
告
ら
は
、
在
職
中
に
元

同
学
部
良
か
ら
嫌
が
ら
せ

を
受
け
た
と
し
て
、
同
大

な
ど
に
損
昏
賠
償
を
求
め

を
非
難
す
る
文
再
な
ど
を

教
職
員
に
メ
ー
ル
で
配

信
、
ま
た
は
教
職
員
専
用

S
Ⅷ
絹
銅
銅
紺
緋
耕

した。同
大
は
「
判
決
文
を
見

る
ま
で
は
コ
メ
ン
ト
で
き

な
い
」
と
し
て
い
る
。


